
      
第
二
章 

後
仙
台
山
脈 

 

翁
峠―

禿
岳―
虎
毛
山―

栗
駒
山 

 

「
二
万
五
千
図
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
六
枚
の
鬼
首
、
向
町
、
鬼
首
峠
、
軍
沢
、
桂
沢
、

栗
駒
山
、
こ
れ
ら
を
並
べ
る
と
縦
三
枚
横
三
枚
と
な
り
、
五
万
分
の
一
図
で
も
三
枚
つ

な
ぎ
、
一
枚
で
み
る
に
は
二
〇
万
地
勢
図
が
必
要
と
な
る
謂
わ
ば
地
勢
図
山
行
と
も
申

す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
測
距
し
て
み
る
と
延
長
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
相
当
し
、

よ
ほ
ど
の
僥
倖
に
恵
ま
れ
ぬ
限
り
完
全
縦
走
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た
が
天
運
の
味
方

を
与
え
ら
れ
悠
々
と
遅
す
ぎ
た
冬
山
を
踏
破
し
「
後
仙
台
山
脈
」
は
私
の
ト
レ
ー
ス
で

全
線
を
結
び
落
着
し
た
。」 
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積
雪
期
県
境
縦
走 

境
田
～
翁
峠
～
銀
山
温
泉 

 
 
 
 

昭
和
五
〇
年
三
月
二
四
日
～
二
六
日 

今
出
隆
康
（
単
独
） 

全
行
程
三
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

地
形
図
（
二
万
五
千
図
）
羽
前
赤
倉
・
鳴
子
・
魚
取
沼
・
西
上
野
目
・
銀
山
温
泉 

 

早
朝
四
時
に
起
床
。
食
料
パ
ッ
キ
ン
グ
、
朝
食
を
終
え
て
待
っ
て
い
る
と
兵
藤
君
の
車
が
迎
え
に
く
る
。

五
時
、
自
宅
発
車
、
五
〇
分
後
に
は
古
川
駅
に
着
い
た
。
予
定
よ
り
早
く
着
い
た
の
で
駅
の
ス
ト
ー
ブ
に

あ
た
り
な
が
ら
待
合
時
間
を
費
や
す
。 

六
：
二
八
、
小
牛
田
始
発
の
二
番
列
車
に
乗
車
。
陸
羽
東
線
の
沿
線
に
は
次
第
に
残
雪
が
多
く
な
っ
て

行
く
。
車
窓
か
ら
今
日
登
る
ミ
ミ
ズ
ク
岳
が
雪
一
色
で
東
西
に
羽
振
り
を
き
か
せ
て
地
図
と
照
合
の
機
会

を
与
え
て
く
れ
る
。
宮
城
・
山
形
県
境
の
境
田
駅
（
海
抜
三
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
ホ
ー
ム
や
引
込
線
に
二

メ
ー
ト
ル
位
の
雪
の
壁
を
巡
ら
せ
て
い
た
。
ホ
ー
ム
の
駅
長
に
切
符
を
渡
し
て
ホ
ー
ム
か
ら
直
接
南
側
の

防
風
林
に
入
っ
て
行
く
。
時
計
を
見
る
と
八
：
〇
五
、
早
速
ワ
カ
ン
を
履
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
薄
暗
い
杉

の
樹
林
帯
を
通
過
し
て
行
く
と
間
も
な
く
傾
斜
が
急
に
な
っ
て
く
る
。 

八
：
三
〇
、
樹
林
の
奥
端
で
一
本
立
て
る
。
西
風
強
く
寒
い
。
積
雪
平
均
一
メ
ー
ト
ル
位
、
視
界
良
好
、

曇
な
が
ら
青
空
も
見
ら
れ
る
。
植
林
帯
の
上
部
は
伐
採
帯
と
な
っ
て
お
り
雪
の
適
度
な
締
り
に
よ
り
ペ
ー

ス
捗
る
。
広
い
尾
根
は
雪
原
状
を
呈
す
。
半
時
間
後
、
県
境
尾
根
の
肩
に
出
て
一
息
入
れ
る
。
ふ
り
返
る

彼
方
に
神
室
山
塊
が
魏
然
た
る
山
姿
を
見
せ
る
。
極
め
て
好
調
な
ス
タ
ー
ト
に
満
足
し
な
が
ら
眼
下
の
箱

庭
を
走
る
雪
原
の
朱
色
の
列
車
を
眼
で
追
っ
て
い
た
。 

 
 

一
〇
：
〇
五
、
そ
の
名
も
雄
大
な
奥
羽
山
（
七
六
六
メ
ー
ト
ル
）
を
通
過
。
オ
オ
ウ
と
は
呼
ば
ず
オ
オ

ハ
と
発
音
す
る
ら
し
い
。
こ
れ
よ
り
痩
尾
根
と
な
り
半
時
間
後
に
は
、
七
五
三
Ｐ
を
通
過
、
林
相
は
ブ
ナ
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純
林
と
な
る
。
急
な
降
り
と
再
び
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
急
登
を
す
れ
ば
南
下
中
の
尾
根
は
俄
か
に
東
進
と

な
り
八
五
九
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ミ
ズ
ク
山
西
峰
に
達
す
る
。
一
一
：
〇
五
よ
り
四
〇
分
間
の
昼
食
休
憩
を
行

う
。
一
二
：
三
〇
、
ミ
ミ
ズ
ク
山
八
六
一
メ
ー
ト
ル
本
峯
に
着
く
。
東
面
は
身
の
毛
も
よ
だ
つ
断
崖
と
な

り
雪
崩
や
崩
壊
し
た
新
し
い
岩
肌
な
ど
生
々
し
い
。
痩
尾
根
を
急
降
し
な
が
ら
念
仏
で
も
称
え
た
く
な
る

よ
う
な
風
景
を
垣
間
み
垣
間
み
安
全
地
帯
に
急
ぐ
。
七
四
三
Ｐ
通
過
に
よ
り
本
日
は
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

県
境
を
突
破
し
た
事
に
な
る
。 

更
に
雪
庇
に
乗
り
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
一
四
：
三
五
、
田
代
峠
に
到
着
。
見
事
な
雪
庇
が
今

宵
の
宿
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
し
て
一
五
：
〇
〇
ま
で
前
方
偵
察
の
為
出
張
す
る
。
峠
に

は
風
道
と
な
っ
て
雪
の
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
こ
に
一
基
の
慰
霊
塔
が
あ
っ
た
。
「
雪
華
に
夢
う

る
わ
し
く
眠
る
君
と
永
久
に
語
ら
ん
国
見
の
山
々
」
と
あ
り
昭
和
四
三
年
一
月
一
七
日
一
三
時
四
七
分
、

紙
西
一
等
空
尉
、
愛
機
と
共
に
こ
の
地
に
瞑
す
。
昭
和
四
九
年
秋
彼
岸
、
宮
崎
山
岳
会
建
立
と
添
え
て
あ

っ
た
。
追
悼
の
一
首
は
宮
崎
山
岳
々
長
猪
股
哲
夫
氏
の
作
で
あ
ろ
う
、
散
華
し
た
空
尉
と
宮
崎
山
岳
会
に

ど
の
よ
う
な
係
り
合
い
が
あ
っ
た
か
知
ら
な
い
が
何
か
強
い
友
情
の
絆
が
あ
っ
た
事
だ
け
は
察
し
ら
れ

る
。 雪

洞
作
業
開
始
し
て
小
一
時
間
、
気
象
通
報
キ
ャ
ッ
チ
の
為
休
憩
す
る
。
一
七
：
二
〇
雪
洞
完
成
、
立

派
す
ぎ
る
程
の
よ
き
出
来
ば
え
、
広
々
と
し
た
白
銀
御
殿
で
あ
る
。
風
も
凪
い
で
静
か
な
夕
暮
で
あ
っ
た
。

し
か
し
天
気
図
は
香
し
か
ら
ず
、
明
日
の
行
動
に
一
抹
の
不
安
を
抱
せ
る
気
圧
配
置
と
な
っ
て
い
た
。 

二
五
日
、
五
：
五
〇
出
発
。
外
界
は
風
雪
と
な
っ
て
い
た
。
視
界
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
行
動
二
五
分
後

に
伐
採
地
へ
出
る
。
し
か
し
六
〇
三
Ｐ
と
六
一
二
Ｐ
附
近
は
特
に
視
界
不
良
と
な
り
ル
ー
ト
に
迷
い
行
き

つ
戻
り
つ
雪
原
を
彷
徨
す
る
態
で
あ
っ
た
。
七
：
四
五
ど
う
や
ら
六
一
二
Ｐ
に
た
ど
り
着
き
一
本
立
て
て

い
る
と
雪
や
ゝ
小
康
と
な
り
附
近
の
視
界
を
得
る
。
こ
の
附
近
は
尾
根
広
く
雪
原
状
を
な
し
て
い
る
。
田

代
峠
雪
洞
よ
り
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
歩
行
に
て
七
五
一
Ｐ
に
立
つ
、
約
三
時
間
を
費
や
し
た
九
：
〇
〇
で

あ
っ
た
。
続
い
て
七
七
九
Ｐ
ま
で
四
五
分
間
の
下
り
と
上
り
。
風
雪
の
切
れ
間
に
鬢
櫛
山
の
平
頂
が
幻
の
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よ
う
に
現
れ
る
。
新
雪
は
そ
ろ
そ
ろ
ラ
ッ
セ
ル
の
抵
抗
と
な
っ
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
は
じ
め
る
。 

一
〇
：
一
三
、
中
間
ピ
ー
ク
通
過
、
八
二
一
Ｐ
で
ツ
ェ
ル
ト
休
憩
。
メ
モ
を
と
る
の
も
雪
で
イ
ン
ク
が

に
じ
ん
で
書
け
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
一
〇
：
二
六
～
一
一
：
〇
七
ま
で
昼
食
。
一
一
：
三
六
、
七

八
五
Ｐ
通
過
、
依
然
風
雪
。
一
二
：
一
二
、
七
六
九
Ｐ
通
過
中
、
ラ
ッ
セ
ル
は
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
、
こ

の
附
近
で
最
も
低
い
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
は
ま
る
で
沢
底
と
云
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
暗
い
雪
雲
か
ら

は
霏
々
と
降
る
重
い
雪
、
地
図
磁
石
を
頼
り
に
盲
目
の
よ
う
に
視
界
を
剥
奪
さ
れ
て
ひ
た
す
ら
ラ
ッ
セ
ル

を
続
け
る
。
一
二
：
四
八
、
沢
底
通
過
、
一
三
：
一
二
、
七
二
九
Ｐ
通
過
。
こ
の
附
近
は
原
始
林
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
が
意
外
に
も
伐
採
帯
で
あ
り
真
白
な
雪
面
又
雪
面
で
あ
っ
た
。
視
界
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
な

り
第
二
回
第
三
回
の
迷
走
は
じ
ま
る
。
一
三
：
四
五
、
方
向
を
見
定
め
る
為
待
機
。
左
手
は
広
大
な
伐
採

地
帯
の
如
し
。
一
四
：
〇
六
、
七
八
三
Ｐ
の
平
ら
な
頂
上
、
更
に
深
ま
る
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
雪
洞
適
地
を

求
め
て
さ
ま
よ
う
。
一
四
：
三
〇
雪
洞
適
地
発
見
、
直
ち
に
作
業
開
始
悪
天
の
為
、
早
々
に
避
難
す
る
。

一
六
：
〇
〇
雪
洞
完
成
、
天
気
図
を
描
く
。
明
日
も
余
り
期
待
の
持
て
そ
う
も
な
い
天
気
図
で
あ
る
。
地

図
磁
石
を
手
放
す
暇
も
な
い
今
日
の
山
行
は
少
し
疲
れ
た
。
本
日
は
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
。
雪
洞

に
感
謝
し
つ
つ
翁
峠
に
憩
う
。 

二
六
日
、
雪
洞
出
発
、
五
：
二
五
。
無
風
、
曇
。
翁
峠
頂
上
ま
で
約
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
一
歩
一
歩

新
雪
に
ワ
カ
ン
の
跡
を
刻
み
つ
つ
高
度
差
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
登
る
。
所
要
一
時
間
一
〇
分
、
南
方
眼
下

に
鉄
魚
で
日
本
に
冠
た
る
魚
取
沼
を
俯
瞰
し
つ
つ
灌
木
疎
ら
な
雪
尾
根
を
行
く
。
頂
上
に
は
御
所
山
県
立

自
然
公
園
翁
峠
、
最
上
町
、
尾
花
沢
市
と
書
か
れ
た
角
柱
の
標
識
あ
り
、
山
形
側
よ
り
夏
道
が
あ
る
ら
し

い
と
知
る
。
山
頂
は
雄
大
な
雪
原
と
な
り
頂
上
部
は
小
高
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
為
に
展
望
は
す
こ
ぶ
る

優
れ
る
。
月
山
、
葉
山
、
神
室
連
峰
な
ど
見
わ
た
せ
る
。
北
望
の
栗
駒
、
南
望
の
荒
神
、
船
形
山
は
雲
に

隠
れ
る
。
西
方
眼
下
に
庄
内
平
野
及
び
船
形
北
麓
の
山
襞
を
眺
め
て
い
る
う
ち
、
こ
ち
ら
に
も
雪
雲
が
湧

い
て
き
た
の
で
急
い
で
写
真
を
撮
り
二
〇
分
の
頂
上
滞
在
と
し
て
下
山
に
か
か
る
。 

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
南
下
し
迷
う
こ
と
な
き
痩
尾
根
を
た
ど
れ
ば
一
つ
の
鞍
部
を
経
て
九

冬の翁峠 
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五
一
Ｐ
に
到
着
。
七
：
四
五
な
り
。
途
中
西
側
の
急
斜
、
高
度
差
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
下
に
ク
ル
ミ
平
な
る

湿
原
凹
陥
地
が
見
下
さ
れ
何
や
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
。
夏
の
あ
る
日
、

天
幕
で
も
張
っ
て
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
み
た
い
。
そ
ん
な
想
い
を
胸
に
刻
ん
だ
。
緩
い
上
り
下
り
の
雪
原

を
行
け
ば
恐
ら
く
は
古
い
爆
裂
口
で
あ
ろ
う
魚
取
沼
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
巡
る
尾
根
路
も
吹
越
山
（
九

三
九
メ
ー
ト
ル
）
と
な
り
初
め
て
ま
み
え
た
魚
取
沼
と
も
お
別
れ
の
時
が
来
る
。
頂
上
一
帯
は
大
雪
原
を

呈
し
ツ
ツ
ジ
様
の
灌
木
が
僅
か
に
雪
面
に
現
れ
シ
ュ
カ
ラ
ブ
に
敝
わ
れ
て
い
る
。
小
雪
の
舞
う
中
で
一
本

立
て
て
か
ら
八
：
〇
五
南
を
指
し
て
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
降
に
移
る
。
急
斜
面
の
新
雪
な
の
で
表
層
雪
崩

の
危
険
が
満
ち
て
い
る
。
慎
重
な
一
歩
一
歩
ス
テ
ッ
プ
で
ど
う
や
ら
無
事
六
二
九
メ
ー
ト
ル
の
鞍
部
に
着

く
。
や
れ
や
れ
と
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
仰
ぎ
み
る
純
白
の
大
斜
面
に
ラ
ッ
セ
ル
が
一
筋
白
布
の
ミ
シ
ン
糸
の

よ
う
に
輝
く
。 

吹
越
と
称
さ
れ
る
鞍
部
が
西
方
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
風
道
と
な
る
地
形
上
に

あ
る
。
そ
れ
を
撮
影
。
鞍
部
九
：
三
〇
、
ラ
ッ
セ
ル
膝
く
ら
い
。
こ
の
附
近
は
地
形
が
判
然
と
せ
ず
多
少

神
経
を
費
や
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
〇
分
を
要
し
て
五
六
一
Ｐ
、
鍋
越
越
の
小
峰
で
昼
食
と
し
た
。
途
中

尾
根
上
よ
り
山
形
側
の
自
動
車
道
路
が
光
る
帯
と
な
っ
て
見
ら
れ
た
。
尾
根
上
は
針
葉
樹
な
ど
の
繁
茂
で

前
進
を
妨
げ
ら
れ
る
。
二
五
分
間
の
昼
食
の
休
憩
後
い
よ
い
よ
峠
へ
の
降
り
と
な
る
。
降
り
出
し
た
ら
数

分
間
で
到
着
し
た
。
こ
れ
で
今
回
の
山
行
も
峠
を
越
え
た
と
云
う
感
覚
が
胸
に
湧
い
て
来
た
。
夏
径
も
な

い
こ
の
山
塊
は
偵
察
な
し
の
一
発
勝
負
あ
っ
た
。
昨
日
は
盲
目
飛
行
様
相
で
で
あ
っ
た
が
今
日
は
曇
な
が

ら
一
応
の
視
界
が
与
え
ら
れ
気
分
も
軽
い
。
今
日
中
に
人
里
に
降
り
ら
れ
る
可
能
性
が
強
ま
っ
て
く
る
。 

峠
か
ら
三
〇
分
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
て
一
一
：
二
〇
、
六
二
五
Ｐ
に
立
つ
。
南
望
す
る
足
下
一
帯
は
宝
栄

牧
場
と
称
す
る
緩
斜
面
の
一
大
雪
田
で
あ
っ
た
。
驚
く
こ
と
に
電
気
牧
柵
が
雪
面
上
に
顔
を
出
し
て
久
し

振
り
に
人
工
物
に
出
会
っ
た
と
云
う
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
し
ま
う
。
海
抜
も
低
く
も
は
や
人
里
も
遠

く
は
な
い
筈
な
の
に
何
や
ら
ほ
っ
と
し
な
が
ら
も
県
境
で
こ
の
出
合
は
如
何
に
も
馴
染
み
難
い
断
層
で

も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
附
近
は
平
坦
な
緩
斜
面
上
に
県
境
が
走
り
ル
ー
ト
判
定
に
は
気
を
使
う
と
と
こ
ろ
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で
あ
っ
た
。
六
三
四
Ｐ
附
近
か
ら
尾
根
を
は
ず
し
て
南
へ
直
角
に
下
る
地
点
で
ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
し
偵
察
に

出
か
け
る
。
見
透
し
を
つ
け
て
戻
り
ザ
ッ
ク
を
担
い
で
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
真
白
い
小
丘
に
上
が
る
。
丁

度
一
二
：
〇
〇
で
あ
る
。
西
面
一
帯
の
白
銀
の
牧
場―

広
莫
と
し
て
掴
み
ど
こ
ろ
な
し
の
感
じ
で
あ
る
。

遥
か
に
牧
場
小
屋
ら
し
い
も
の
一
つ
、
夏
は
さ
ぞ
か
し
緑
の
原
野
と
な
り
牛
馬
の
群
れ
が
の
ど
か
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。 

残
る
は
銀
山
温
泉
ま
で
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
、
そ
ろ
そ
ろ
最
後
の
山
、
半
森
山
も
見
え
が
く
れ
し
て
来

る
。
小
峯
三
つ
を
経
て
六
三
九
Ｐ
に
達
し
、
ほ
ぼ
一
三
：
〇
〇
、
左
手
宮
城
県
側
の
沢
向
う
は
一
面
の
伐

採
帯
が
広
が
る
。
又
も
雪
降
り
に
な
っ
て
く
る
。
低
山
帯
の
せ
い
か
温
度
は
比
較
的
高
く
雪
庇
上
の
ラ
ッ

セ
ル
は
重
い
。
最
後
の
山
、
半
森
山
（
七
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
へ
は
気
合
を
か
け
な
が
ら
時
計
の
リ
ズ
ム
の

よ
う
に
刻
々
と
ワ
カ
ン
を
踏
ん
で
行
く
。
頂
上
は
狭
く
そ
こ
か
ら
振
り
向
く
翁
峠
の
山
塊
は
既
に
雲
中
、

二
〇
分
の
大
休
憩
で
半
森
山
に
名
残
を
惜
し
み
一
四
：
〇
五
一
気
に
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
天
沼
岳
目

指
し
て
下
る
。
こ
れ
よ
り
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
何
度
か
通
っ
た
ル
ー
ト
な
の
で
何
や
ら
懐
か
し
い
。
頂
上

の
数
本
寄
添
っ
た
ア
ス
ナ
ロ
の
樹
々
、
天
沼
に
下
る
快
よ
き
斜
面
、
杉
林
の
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
る
と
三
三

八
メ
ー
ト
ル
地
点
の
銀
山
川
の
橋
に
出
る
。
一
五
：
二
〇
、
こ
こ
で
一
本
、
ザ
ッ
ク
が
肩
に
喰
い
込
ん
で

き
た
。
雪
は
降
っ
て
夏
径
伝
い
の
道
は
難
儀
で
あ
っ
た
。 

銀
山
温
泉
の
裏
で
ワ
カ
ン
装
備
を
解
除
、
軽
快
な
登
山
靴
と
な
っ
て
温
泉
街
を
脱
け
一
六
：
五
〇
温
泉

入
口
の
バ
ス
停
に
着
く
。
バ
ス
を
待
つ
間
、
山
菜
手
打
そ
ば
な
ど
食
べ
な
が
ら
静
ま
り
返
っ
た
温
泉
の
景

色
を
眺
め
る
。
一
七
：
二
五
、
尾
花
沢
行
バ
ス
乗
車
、
一
八
：
〇
五
急
行
バ
ス
山
形
行
き
に
す
ぐ
接
続
。

一
九
：
二
五
山
形
市
十
日
町
着
、
徒
歩
に
て
駅
ま
で
一
〇
分
か
か
っ
て
行
っ
た
ら
急
行
あ
さ
ひ
二
号
は
既

に
発
車
、
や
む
な
く
終
列
車
二
〇
：
一
〇
に
て
終
点
山
寺
ま
で
行
き
山
寺
ホ
テ
ル
に
投
宿
、
翌
日
山
寺
見

物
し
て
の
ん
び
り
帰
仙
し
た
。 

 

（
や
ま
び
と
二
三
号
掲
載
） 
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積
雪
期
県
境
縦
走
・
花
立
峠
～
栗
駒
山 

 
 

昭
和
五
〇
年
四
月
一
六
日
～
一
九
日 

今
出
隆
康
（
単
独
） 

  

三
月
二
四
、
二
五
、
二
六
日
の
三
日
間
、
銀
山
温
泉
よ
り
鍋
越
峠
、
翁
峠
経
由
境
田
ま
で
の
県
境
を
ト

レ
ー
ス
し
更
に
四
月
三
日
花
淵
山
、
大
柴
小
柴
の
縦
走
ト
レ
ー
ス
に
成
功
し
残
る
花
立
峠
以
北
は
四
月
五
、

六
日
栗
駒
山
よ
り
南
下
の
目
的
で
仲
間
の
支
援
の
も
と
登
頂
し
た
が
風
雨
暴
雪
の
為
か
ろ
う
じ
て
一
峯

を
収
め
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
た
が
既
に
四
月
も
半
ば
と
な
り
今
冬
最
後
の
山

旅
の
決
行
と
な
っ
た
。
二
万
五
千
図
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
六
枚
の
鬼
首
、
向
町
、
鬼
首
峠
、
軍
沢
、
桂
沢
、

栗
駒
山
、
こ
れ
ら
を
並
べ
る
と
縦
三
枚
横
三
枚
と
な
り
、
五
万
分
の
一
図
で
も
三
枚
つ
な
ぎ
、
一
枚
で
み

る
に
は
二
〇
万
地
勢
図
が
必
要
と
な
る
謂
わ
ば
地
勢
図
山
行
と
も
申
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
測
距

し
て
み
る
と
延
長
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
相
当
し
、
よ
ほ
ど
の
僥
倖
に
恵
ま
れ
ぬ
限
り
完
全
縦
走
は
難
し

い
と
考
え
て
い
た
が
天
運
の
味
方
を
与
え
ら
れ
悠
々
と
遅
す
ぎ
た
冬
山
を
踏
破
し
「
後
仙
台
山
脈
」
は
私

の
ト
レ
ー
ス
で
全
線
を
結
び
落
着
し
た
。 

 
四
月
一
六
日
、
弟
の
運
転
す
る
メ
グ
ロ
Ｓ
Ｇ
に
乗
せ
て
も
ら
い
古
川
駅
ま
で
行
く
。
前
日
ま
で
陸
羽
東

線
は
、
国
鉄
ス
ト
の
拠
点
と
云
う
こ
と
で
心
配
で
あ
っ
た
が
解
除
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
四
号
線
は

未
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
型
車
両
の
往
来
激
し
く
次
々
追
い
越
さ
れ
危
険
な
上
、
途
上
よ
り
濃
霧
帯
と
な

り
速
度
だ
せ
ず
わ
ず
か
二
分
の
差
で
五
：
二
一
の
一
番
列
車
は
発
車
し
て
い
た
。
単
車
で
四
十
余
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
寒
冷
と
濃
霧
と
ザ
ッ
ク
装
備
の
重
量
に
耐
え
て
や
っ
と
着
い
た
陸
前
古
川
駅
で
あ
っ
た
が
こ
こ

で
一
時
間
以
上
の
空
虚
な
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

二
番
列
車
六
：
二
八
に
乗
車
、
鳴
子
で
バ
ス
に
乗
換
え
七
：
四
〇
発
車
、
荒
雄
橋
下
車
、
そ
こ
か
ら
小

向
部
落
経
由
禿
放
牧
場
に
入
る
。
九
時
に
放
牧
場
、
天
気
は
素
晴
ら
し
く
大
柴
小
柴
山
、
禿
岳
が
青
空
に
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白
銀
を
聳
え
さ
せ
て
見
事
で
あ
る
。
放
牧
場
は
雪
と
草
地
の
比
率
が
七
対
三
位
に
後
退
し
草
地
や
道
路
の

一
部
が
露
出
し
蕗
の
蕾
の
花
ざ
か
り
で
あ
る
。
高
温
無
風
の
為
発
汗
激
し
く
雪
は
腐
り
ペ
ー
ス
は
上
が
ら

ず
、
今
朝
の
失
策
、
前
進
の
長
丁
場
を
考
え
る
と
天
気
と
は
う
ら
は
ら
に
多
少
心
が
曇
る
。
車
道
を
伝
っ

て
花
立
峠
に
出
る
た
め
道
路
迂
回
部
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
雪
と
枯
薮
を
つ
っ
切
っ
て
進
む
。
北
斜
面
を
切
っ

て
つ
く
ら
れ
た
道
路
は
雪
で
埋
ま
り
ト
ラ
バ
ー
ス
の
連
続
で
あ
る
。
十
時
一
本
立
て
て
ロ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

着
用
。 

一
一
：
一
〇
花
立
峠
（
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
到
着
。
思
い
の
外
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
露
出

し
た
芝
の
上
で
昼
食
。
し
ば
し
の
ご
ろ
寝
で
ウ
ト
ウ
ト
す
る
。
春
風
駘
蕩
正
に
春
の
そ
よ
風
が
み
な
ぎ
る
。

北
方
に
虎
毛
山
を
盟
主
に
殆
ん
ど
水
平
な
頂
稜
を
な
す
間
の
岳
、
須
金
岳
、
更
に
遠
く
栗
駒
山
の
勇
姿
が

霞
な
が
ら
も
は
っ
き
り
眺
め
ら
れ
る
。
峠
に
は
雪
は
余
り
な
く
夏
径
が
露
わ
れ
て
い
る
。
半
時
間
の
休
憩

後
出
発
、
頂
上
ま
で
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
二
〇
分
の
道
標
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
雪
径
と
な
り
雪
は
腐

り
に
腐
っ
て
適
期
は
既
に
過
ぎ
た
こ
と
を
物
語
る
。
頂
上
部
の
肩
に
鉾
を
持
っ
た
不
動
明
王
の
祭
祠
が
あ

り
柵
を
巡
ら
し
そ
の
部
分
の
み
除
雪
し
た
よ
う
に
乾
い
て
い
た
。
道
標
通
り
高
距
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
を
二

時
間
で
登
り
二
等
三
角
点
（
一
二
六
一
メ
ー
ト
ル
）
頂
上
に
着
く
。
半
年
前
六
五
才
の
母
と
三
才
の
末
娘

を
含
め
家
族
登
山
し
た
ば
か
り
の
頂
上
で
も
あ
る
。
快
晴
で
は
あ
る
が
水
蒸
気
が
多
く
な
り
霞
が
濃
く
な

っ
て
き
た
。
県
境
は
複
雑
な
の
で
地
図
と
照
合
し
て
あ
の
ピ
ー
ク
こ
の
尾
根
と
県
境
を
指
呼
し
て
ル
ー
ト

を
た
ど
っ
て
み
る
。
虎
毛
山
ま
で
の
ル
ー
ト
は
確
認
で
き
た
。 

頂
上
滞
在
二
〇
分
に
て
出
発
、
暑
い
の
で
下
着
一
枚
サ
ン
グ
ラ
ス
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ワ

カ
ン
着
用
。
中
間
鞍
部
ま
で
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
急
な
下
り
に
備
え
る
。
し
か
し
下
り
は
早
い
一
四
：
二

四
通
過
。
鞍
部
は
笹
薮
が
広
く
露
出
し
ワ
ッ
パ
の
ま
ま
の
ヤ
ブ
コ
ギ
と
な
る
。
ひ
ど
く
痩
せ
た
尾
根
は
雪

庇
が
ズ
タ
ズ
タ
に
崩
れ
そ
れ
を
逃
れ
て
の
連
続
と
な
る
。
一
四
：
四
五
中
間
ピ
ー
ク
通
過
。 

一
五
：
三
〇
、
禿
岳
北
峯
（
一
二
五
九
メ
ー
ト
ル
）
頂
上
に
達
す
る
。
し
か
し
こ
の
主
稜
は
県
境
で
は

な
く
一
旦
肩
部
ま
で
戻
っ
て
尾
根
を
若
干
は
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戻
り
つ
つ
県
境
を
捜
せ
ば
、
当

冬のブナ林 
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り
を
つ
け
て
斜
め
に
急
降
。
勾
配
が
緩
む
所
で
雪
洞
に
適
し
た
雪
庇
を
み
つ
け
る
。
天
気
図
キ
ャ
ッ
チ
の

時
間
も
考
え
早
速
雪
洞
作
業
に
着
手
す
る
。
今
回
は
ス
コ
ッ
プ
を
持
参
せ
ず
雪
洞
鋸
一
挺
の
み
で
あ
る
。

重
量
的
に
有
利
で
あ
る
し
ス
コ
ッ
プ
は
ヤ
ブ
コ
ギ
の
抵
抗
が
著
し
い
せ
い
で
あ
る
。
一
六
：
〇
〇
雪
庇
の

上
で
天
気
図
を
描
く
。
西
日
本
で
は
停
滞
前
線
の
爲
雨
ふ
り
が
多
い
が
北
日
本
は
安
泰
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
気
を
よ
く
し
た
。
今
日
の
ビ
バ
ー
ク
地
点
は
せ
め
て
向
町
の
地
形
図
か
ら
脱
出
し
た
か
っ
た
が
充
分
な

休
養
を
と
っ
て
明
日
に
備
え
、
明
日
は
一
躍
虎
毛
ま
で
飛
ば
し
て
や
ろ
う
と
意
気
込
む
。
何
し
ろ
入
山
前

は
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
酷
使
の
連
続
で
あ
る
か
ら
初
日
の
無
理
は
禁
物
で
あ
る
。
本
日
の
行
程
は
約

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
停
止
し
、
こ
れ
で
も
上
出
来
な
の
だ
と
自
身
に
云
い
き
か
せ
な
が
ら
雪
洞
造
り
に

励
む
。 

一
八
：
一
〇
雪
洞
は
完
成
し
た
。
二
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
数
百
個
に
切
断
さ
れ
軍

沢
川
白
沢
の
源
頭
に
転
落
し
て
行
っ
た
。
充
分
な
居
住
空
間
を
得
て
満
足
で
あ
っ
た
。
夕
食
は
玄
米
お
に

ぎ
り
を
お
じ
や
に
し
て
食
べ
た
。
静
か
な
夜
を
迎
え
二
〇
時
就
寝
。 

一
七
日
三
：
〇
〇
起
床
。
予
定
通
り
五
：
〇
〇
発
進
に
成
功
。
既
に
明
る
く
、
目
指
す
県
境
尾
根
が
拡

が
っ
て
い
る
。
眼
下
の
尾
根
末
端
の
瘤
め
が
け
て
急
降
す
る
。
こ
の
雪
庇
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
安
心
し

て
突
っ
込
め
る
。
瘤
よ
り
右
折
し
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
胸
突
の
下
り
。
ワ
ッ
パ
の
グ
リ
セ
ー
ド
の
方
が

安
全
で
あ
る
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
軟
雪
気
味
で
あ
る
。 

一
〇
四
四
Ｐ
、
通
過
、
次
の
一
一
一
〇
Ｐ
の
肩
で
一
本
。
五
：
三
五
で
あ
る
。
写
真
撮
影
、
禿
岳
北
峯

の
県
境
尾
根
接
続
点
の
雪
庇
に
一
点
白
々
と
我
が
宿
り
の
掻
き
雪
が
望
ま
れ
る
。 

雪
庇
は
落
ち
は
じ
め
ク
レ
バ
ス
激
し
く
薮
こ
ぎ
を
強
い
ら
れ
た
り
安
全
度
を
推
計
し
て
は
雪
庇
を
渡

っ
た
り
し
な
が
ら
前
進
、
日
が
た
か
く
な
る
前
に
大
い
に
稼
ぐ
つ
も
り
で
あ
る
。
天
気
は
晴
れ
な
れ
ど
薄

雲
多
く
西
の
風
二
～
三
メ
ー
ト
ル
、
軟
雪
状
態
が
続
く
。
六
：
二
二
雪
洞
か
ら
み
ら
れ
た
白
い
肌
の
山
一

〇
三
〇
Ｐ
に
着
く
。
こ
れ
は
山
形
県
側
の
伐
採
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
付
近
は
皆
伐
で
あ
る
。 

虎
毛
山
、
片
倉
森
、
千
秋
ラ
イ
ン
な
ど
が
次
第
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
た
。
次
の
三
角
点
一
〇
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五
四
Ｐ
に
向
う
が
途
中
足
下
の
ブ
ナ
の
木
の
雪
穴
か
ら
一
匹
の
兎
が
飛
び
出
し
驚
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
一

本
と
し
て
夏
蜜
柑
の
皮
を
彼
の
置
土
産
と
し
て
立
去
る
。
時
た
ま
け
も
の
道
ら
し
い
も
の
も
あ
っ
た
が
深

山
の
こ
と
と
て
尾
根
に
夏
道
が
あ
る
わ
け
で
な
し
、
ブ
ナ
の
木
に
見
事
な
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
を
何
度
も
見

か
け
た
が
今
の
自
分
に
は
そ
の
余
裕
は
な
い
。
下
着
一
枚
の
肩
に
は
ベ
ル
ガ
ン
ス
ザ
ッ
ク
が
い
つ
の
間
に

か
喰
い
込
ん
で
そ
れ
で
な
く
て
も
痩
せ
た
鎖
骨
が
折
れ
そ
う
に
痛
く
な
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
辛
さ
を
救
っ

て
く
れ
る
の
が
露
出
し
た
尾
根
の
薮
に
見
え
る
咲
き
始
め
た
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
で
あ
っ
た
り
可
憐

な
何
種
類
か
の
小
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
と
姿
で
あ
る
。
ま
た
次
第
に
大
き
さ
を
増
す
虎
毛
山
の
重
厚
な
姿
で

も
あ
っ
た
。
煩
悩
の
現
し
世
か
ら
解
脱
し
て
天
海
を
旅
す
る
身
に
な
お
も
つ
き
ま
と
う
俗
界
の
愛
憎
、
生

活
苦
な
ど
を
払
い
の
け
て
こ
の
許
さ
れ
た
時
間
に
た
と
え
短
歌
の
一
つ
で
も
念
じ
る
な
れ
ど
も
所
詮
鵜

の
真
似
を
す
る
鳥
た
る
を
覚
え
る
の
み
。
又
、
肉
体
と
精
神
が
い
つ
の
間
に
か
遊
離
し
歩
い
て
い
る
感
覚

を
頭
脳
が
失
い
一
種
虚
脱
状
態
と
な
り
足
の
み
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
ん
な
時
は
よ
く
幻
影
を
見
た
り
す
る
。
立
木
や
岩
が
人
間
に
見
え
た
り
、
雪
上
の
一
枚
の
枯
葉

が
美
し
い
高
山
蝶
で
あ
っ
た
り
す
る
。 

幻
覚
で
は
な
く
大
鏑
の
近
く
で
獣
の
骸
を
み
た
。
兎
と
か
熊
で
は
な
く
か
も
し
か
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
。
頭
蓋
骨
の
み
は
な
か
っ
た
。
又
附
近
に
は
夏
径
ら
し
き
も
の
が
尾
根
筋
に
あ
り
カ
ン
ダ
ハ
ー
の
ス

プ
リ
ン
グ
程
の
鋼
索
が
二
・
三
ヶ
所
木
に
捲
き
付
け
ら
れ
て
錆
び
て
吊
り
下
が
り
ち
ら
り
と
密
猟
の
場
面

を
想
像
し
た
。 

大
鏑
の
山
形
県
側
は
か
な
り
伐
採
さ
れ
て
真
白
い
斜
面
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
五
四
Ｐ
、
七
：
一
〇
通

過
、
十
数
分
後
、
小
さ
な
突
起
を
次
々
と
越
え
て
県
境
変
曲
点
の
一
〇
四
〇
Ｐ
で
休
憩
し
行
動
食
を
と
る
。

視
界
さ
え
よ
け
れ
ば
何
ら
障
害
は
な
い
が
ガ
ス
で
も
か
か
ろ
う
も
の
な
ら
小
峯
の
群
を
踏
み
分
け
て
現

在
地
点
を
定
め
る
の
は
さ
ぞ
難
儀
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
地
点
よ
り
三
五
分
で
次
の
三
角
点
一
〇
九
三
Ｐ

を
結
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
、
大
鏑
山
へ
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
下
り
と
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
強
の
登
り
で
あ
り
二
五
分
で
結
ん
だ
。 
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頂
上
は
大
き
な
雪
田
と
な
っ
て
い
て
見
晴
ら
し
が
よ
い
。
天
気
晴
、
視
界
よ
く
西
望
の
神
室
連
峯
は
小

又
山
、
神
室
山
な
ど
の
尖
峰
が
白
銀
に
輝
い
て
素
晴
ら
し
い
。
北
に
目
を
転
ず
れ
ば
近
々
と
軍
沢
岳
、
少

し
遠
く
高
松
岳
虎
毛
山
な
ど
根
張
り
の
あ
る
尾
根
尾
根
に
支
え
ら
れ
重
々
し
く
雪
を
ま
と
っ
て
眺
め
ら

れ
る
。
気
力
体
力
共
に
充
実
し
て
今
宵
の
宿
り
は
虎
毛
山
山
頂
小
屋
と
腹
は
決
ま
っ
た
。 

大
鏑
山
よ
り
西
へ
進
む
こ
と
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
こ
こ
で
尾
根
は
南
北
に
Ｔ
字
路
に
分
か
れ
北
折
し
て

約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
一
〇
一
六
Ｐ
に
て
一
本
立
て
る
。
こ
の
附
近
の
南
面
は
安
定
し
た
雪
堤
を
型
造
り
、

い
ず
こ
雪
洞
を
造
れ
る
適
地
で
あ
る
。
一
五
分
の
休
憩
中
に
水
筒
に
雪
を
つ
め
こ
み
水
作
り
を
試
み
る
。

前
方
の
山
よ
り
段
々
と
底
雪
崩
の
響
き
が
伝
わ
っ
て
来
る
。 

四
〇
分
の
行
動
の
後
、
一
一
：
〇
〇
軍
沢
岳
前
峯
に
着
く
。
再
び
一
本
。
こ
の
先
は
大
き
く
主
稜
を
は

ず
し
て
一
三
〇
度
右
へ
大
変
針
す
る
と
云
う
不
思
議
な
県
境
が
存
在
す
る
。
地
図
上
は
積
雪
期
な
ら
ば
近

道
可
能
た
だ
し
沢
を
二
つ
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
県
境
ト
レ
ー
ス
が
目
的
で
あ
る
か
ら
忠

実
に
そ
の
線
を
守
っ
て
一
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
ま
で
登
る
。 

沢
の
略
奪
地
形
な
ど
と
云
う
言
葉
が
あ
る
が
こ
の
軍
沢
岳
も
軍
沢
川
の
源
頭
付
近
に
は
興
味
あ
る
地

形
が
観
察
さ
れ
る
。
軍
沢
川
は
県
境
か
ら
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
東
南
東
に
黒
滝
を
懸
け
る
が
そ
の
上
流
部
は

県
境
が
海
抜
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
割
っ
て
最
低
鞍
部
と
な
る
附
近
は
県
境
と
僅
か
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
距

離
を
保
っ
て
並
行
し
鋭
角
の
逆
Ｖ
字
型
の
尾
根
の
狭
間
に
吸
収
さ
れ
る
。
黒
滝
の
直
下
に
は
支
沢
が
北
へ

走
り
両
沢
に
挟
ま
れ
た
九
一
八
メ
ー
ト
ル
の
台
地
尾
根
を
囲
む
よ
う
に
台
地
末
端
に
吸
収
さ
れ
る
。
本
流

が
支
沢
に
突
貫
す
る
と
か
又
は
、
全
く
水
系
を
変
え
て
県
境
尾
根
を
貫
流
し
て
最
上
川
上
流
の
白
川
に
注

ぐ
と
か
、
も
っ
と
極
端
に
本
流
が
支
沢
を
貫
き
、
更
に
屈
曲
し
つ
つ
鬼
首
峠
へ
下
る
県
境
尾
根
を
い
と
も

簡
単
に
横
断
し
秋
田
県
雄
物
川
水
系
の
源
流
た
る
役
内
川
マ
タ
ゴ
沢
に
注
ぐ
と
か
、
そ
ん
な
取
越
苦
労
も

可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
微
妙
な
地
形
を
抱
含
し
三
県
の
国
境
を
背
負
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
軍
沢
岳

で
あ
る
。 

さ
て
、
同
地
点
よ
り
一
〇
分
程
雪
庇
を
登
り
一
一
：
二
〇
尾
根
は
ず
し
に
か
か
る
。
雪
庇
の
ウ
ィ
ー
ク

軍沢岳付近の稜線 
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ポ
イ
ン
ト
を
突
破
し
て
急
激
な
高
度
差
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
下
り
で
あ
る
。
下
り
の
勢
い
に
ま
か
せ
て
そ

の
ま
ま
四
〇
分
間
緩
い
上
下
を
繰
り
返
し
歩
き
ま
く
る
。
高
度
の
低
下
に
伴
い
橅
の
大
木
が
独
り
者
を
取

り
囲
ん
で
く
る
。
降
り
き
っ
た
や
ゝ
広
い
コ
ル
で
大
声
を
発
し
て
休
憩
を
宣
言
す
る
。
無
風
快
晴
小
鳥
は

囀
り
全
く
天
国
で
あ
る
。
ま
ず
は
ポ
ン
チ
ョ
を
拡
げ
て
ワ
ッ
パ
靴
を
脱
ぎ
靴
下
を
絞
っ
て
木
の
枝
に
吊
る

し
ザ
ッ
ク
を
枕
に
寝
転
が
っ
て
食
事
を
す
る
。
燦
々
と
降
り
注
ぐ
春
の
太
陽
を
全
身
に
浴
び
て
ま
あ
何
と

七
〇
分
も
憩
う
て
い
た
。
し
か
し
体
感
温
度
の
割
に
は
靴
下
が
乾
か
ず
又
湿
っ
た
ま
ま
履
い
て
ワ
カ
ン
を

締
め
る
。
二
〇
分
の
登
り
で
九
五
五
Ｐ
通
過
。
眼
下
に
迫
る
鬼
首
峠
を
目
指
す
。
四
つ
程
の
小
峯
を
経
て

海
抜
八
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
鬼
首
峠
に
着
く
。
一
四
：
一
五
で
あ
る
。
既
に
除
雪
作
業
も
進
行
し
宮
城
県
側

は
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
轍
の
跡
が
来
て
い
た
。
秋
田
側
遥
か
に
ブ
ル
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
幽
か
に
響
い
て
来
る
。

積
雪
断
面
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
。
一
五
分
の
休
み
の
後
い
よ
い
よ
虎
毛
山
へ
の
登
り
と
な
る
。
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
高
距
は
六
〇
〇
以
上
、
そ
の
間
十
峯
程
の
ピ
ー
ク
が
連
続
す
る
。

半
時
間
後
に
峠
山
に
登
り
一
本
立
て
る
。
附
近
は
地
形
複
雑
な
の
で
詳
細
に
観
察
し
針
路
を
定
め
る
。
再

び
三
〇
分
余
に
て
第
三
の
頂
上
九
五
七
Ｐ
に
達
し
雪
庇
を
渡
っ
て
行
く
。
そ
の
先
一
〇
八
七
Ｐ
は
軍
沢
岳

同
様
、
頂
上
の
遥
か
手
前
か
ら
主
稜
を
は
ず
し
大
変
針
し
て
戻
る
よ
う
に
尾
根
を
わ
た
る
所
で
あ
る
。
一

六
時
の
天
気
図
キ
ャ
ッ
チ
の
為
に
一
〇
分
前
に
ザ
ッ
ク
を
お
ろ
し
附
近
の
偵
察
と
天
気
図
作
成
を
行
う
。

こ
れ
に
は
半
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。 

以
後
ワ
ッ
パ
は
順
調
に
進
み
半
時
間
後
に
は
長
い
嶺
の
初
峯
た
る
第
五
の
頂
上
一
〇
八
六
Ｐ
に
登
り

こ
こ
で
間
近
に
迫
る
虎
毛
山
の
勇
姿
の
撮
影
を
行
う
。
第
六
第
七
峯
を
越
え
て
、
虎
毛
山
へ
の
最
後
の
下

り
の
コ
ル
を
一
七
：
一
五
通
過
。
高
距
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
急
な
登
り
を
突
破
し
て
一
七
：
五
〇
虎
毛
山

の
前
峯
に
立
つ
。
太
陽
は
隠
れ
神
室
山
に
は
雲
が
蔽
い
被
さ
り
夕
気
が
肌
に
冷
々
と
も
は
や
小
屋
目
が
け

て
突
進
す
べ
き
時
で
あ
る
。
し
か
し
大
し
て
傾
斜
も
な
い
が
、
こ
の
高
距
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
距
離
一
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
は
か
な
り
き
つ
く
感
じ
ら
れ
る
四
〇
分
間
で
あ
っ
た
。
高
原
状
の
頂
上
を
見
や
れ
ば
神
室
山

同
様
ガ
ス
が
次
第
に
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
。
広
大
な
雪
庇
の
う
ち
は
稼
げ
た
が
、
頂
上
部
は
低
潅
木
や
這
松
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の
た
め
に
一
足
毎
に
腰
ま
で
陥
没
す
る
状
態
が
連
続
し
疲
労
を
倍
加
さ
せ
る
。
思
わ
ぬ
伏
敵
に
転
倒
を
余

儀
な
く
さ
れ
加
え
て
ガ
ス
が
小
屋
の
在
り
か
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
。
す
っ
か
り
暗
く
な
り
ラ
テ
ル
ネ
必
要

の
寸
前
に
有
難
し
頂
上
の
小
屋
に
た
ど
り
つ
く
。 

時
計
を
見
れ
ば
一
八
：
三
〇
。
喜
ん
で
入
り
口
に
廻
り
込
め
ば
又
も
が
っ
か
り
扉
は
ど
こ
か
に
吹
っ
飛

ん
で
小
屋
の
中
は
一
冬
中
の
雪
を
貯
蔵
し
て
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い
た
。
広
さ
は
四
坪
程
の
避
難
小
屋
で

あ
る
が
鋸
で
雪
を
切
り
部
屋
に
入
れ
ば
床
上
に
は
平
均
一
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
で
あ
り
天
井
に
頭
を
ぶ
つ

け
ぬ
よ
う
雪
洞
生
活
の
如
く
身
を
屈
め
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
奥
の
ほ
う
を
雪
な
ら
し
し
て
内

側
の
ベ
ニ
ヤ
戸
板
一
枚
敷
い
て
一
三
時
間
半
の
行
動
に
耐
え
た
体
を
横
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

一
八
日
、
海
抜
一
四
三
三
メ
ー
ト
ル
の
冷
凍
庫
の
朝
は
零
下
三
五
度
で
迎
え
た
。
靴
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ズ
も
ガ
ン
ガ
ン
凍
っ
て
い
た
。
不
覚
に
も
マ
ッ
チ
を
湿
ら
せ
て
ロ
ー
ソ
ク
も
ホ
エ
ブ
ス
も
使
え
な
か
っ
た
。

パ
ン
と
夏
蜜
柑
で
朝
食
。
出
発
は
遅
れ
六
：
二
〇
と
な
っ
た
。
外
は
霧
氷
の
花
盛
り
と
な
り
又
強
風
と
ガ

ス
で
真
冬
に
戻
っ
て
い
た
。
全
オ
ー
バ
ー
で
有
難
い
山
頂
小
屋
を
離
れ
た
。
小
屋
の
前
を
一
筋
南
に
向
か

う
夏
道
切
通
し
が
あ
り
そ
れ
を
辿
っ
た
ら
方
向
が
次
第
に
西
方
に
カ
ー
ブ
し
て
い
く
の
に
気
が
付
い
た
。

ガ
ス
の
間
に
顕
著
な
対
岸
尾
根
が
チ
ラ
リ
と
覗
か
れ
た
。
お
か
し
い
。
赤
倉
橋
へ
出
る
夏
径
ら
し
い
。
地

形
図
記
載
の
夏
径
記
号
と
信
じ
て
い
た
の
だ
っ
た
が
。
そ
こ
で
引
き
返
し
時
々
切
れ
る
ガ
ス
の
間
に
方
向

を
定
め
て
東
方
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
を
や
り
浅
い
地
形
を
通
過
し
て
目
的
の
広
い
郡
境
尾
根
に
ル
ー
ト
を
乗

せ
る
。
間
も
な
く
昨
日
の
我
が
ラ
ッ
セ
ル
を
発
見
し
た
。
し
か
し
又
も
失
策
を
演
じ
て
し
ま
っ
た
。
ガ
ス

の
切
れ
間
か
ら
見
え
た
現
在
地
点
を
不
審
に
感
じ
て
行
動
を
停
止
す
る
。
場
所
は
一
三
四
三
メ
ー
ト
ル
米

附
近
で
あ
る
。
七
：
一
〇
よ
り
待
機
、
程
な
く
ガ
ス
が
晴
れ
て
低
い
方
か
ら
見
え
は
じ
ま
る
。
大
柴
小
柴
、

鬼
首
峠
へ
の
ル
ー
ト
も
見
え
る
。
万
滝
へ
落
ち
る
間
尾
根
に
入
り
か
け
て
い
た
の
だ
。
重
な
る
失
策
を
噛

み
し
め
つ
つ
今
は
も
う
明
る
く
展
け
て
し
か
も
低
温
で
し
ま
り
に
し
ま
っ
た
雪
を
味
方
に
須
金
岳
を
目

指
し
た
。 

さ
っ
き
の
ガ
ス
は
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
て
撮
影
日
和
と
な
っ
た
。
直
径
一
二
メ
ー
ト
ル
程
の
巨
大
な
カ
ル



- 98 - 

 

デ
ラ
地
形
と
思
わ
れ
る
馬
蹄
形
を
成
す
花
渕
、
大
柴
小
柴
、
禿
岳
、
片
倉
森
、
水
沢
森
、
虎
毛
須
金
、
竹

の
子
森
、
清
水
倉
森
等
の
外
輪
と
荒
雄
岳
の
中
央
火
口
丘
が
興
味
尽
き
な
い
景
観
を
提
供
し
て
見
る
も
の

の
感
慨
を
呼
び
起
こ
す
。 

地
図
通
り
尾
根
通
し
ル
ー
ト
は
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
と
曲
が
る
け
れ
ど
も
広
い
尾
根
は
し
っ
か
り
と
し
て

い
て
薮
も
無
く
安
心
し
て
歩
け
る
し
大
し
た
登
り
下
り
も
な
く
愉
快
で
あ
る
。
又
こ
の
附
近
は
名
瀑
万
滝

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
収
穫
と
な
ろ
う
。 

そ
こ
で
万
滝
を
撮
影
す
る
。
壮
絶
な
赤
黒
い
岩
壁
よ
り
落
下
す
る
百
メ
ー
ト
ル
余
の
大
滝
が
周
囲
の
雪

景
色
と
対
照
的
に
静
と
動
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
以
っ
て
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
万
滝
の
下
流
よ
り
こ
の

尾
根
に
突
き
上
げ
る
一
支
沢
も
す
ご
い
迫
力
で
撮
影
者
の
眼
を
と
ら
え
る
。
そ
の
部
分
の
み
切
り
取
っ
た

よ
う
に
地
表
を
抉
り
ま
た
雪
渓
が
び
っ
し
り
稜
線
ま
で
突
き
上
げ
て
い
た
。 

八
：
二
〇
、
一
二
三
七
Ｐ
で
一
本
。
更
に
須
金
岳
を
通
過
し
た
所
で
九
：
〇
〇
と
な
り
大
休
憩
と
し
気

象
通
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。
九
：
四
〇
出
発
。
こ
れ
よ
り
痩
尾
根
の
連
続
と
な
り
雪
庇
は
ズ
タ
ズ
タ
に
崩

壊
し
ヤ
ブ
コ
ギ
を
強
い
ら
れ
る
。
一
〇
：
三
〇
竹
の
子
森
通
過
。
こ
の
前
後
は
雪
庇
が
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と

な
っ
て
い
る
。
竹
の
子
森
も
う
ま
く
尾
根
尾
を
は
ず
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尾
根
を
は
ず
し
て

す
ぐ
第
一
峯
が
あ
り
間
も
な
く
第
二
峯
そ
し
て
山
猫
森
と
ほ
ゞ
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
現
れ
る
。
全
般

に
痩
尾
根
ヤ
ブ
コ
ギ
で
あ
り
稜
線
の
雪
は
少
な
め
で
あ
る
。
一
一
：
一
〇
山
猫
森
通
過
。
数
分
下
っ
て
昼

食
休
憩
と
し
た
。 

半
時
間
休
憩
の
後
、
十
数
分
で
の
行
動
に
て
山
猫
北
峯
一
〇
一
五
Ｐ
通
過
。
こ
こ
で
本
山
行
六
度
目
の

尾
根
は
ず
し
が
控
え
て
い
た
。
高
距
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
下
り
で
あ
る
。
こ
の
下
り
と
と
も
に
地
形
図
も

鬼
首
、
向
町
、
鬼
首
峠
、
軍
沢
と
四
枚
の
地
形
図
か
ら
抜
け
出
し
桂
沢
へ
と
移
る
の
で
あ
る
。
北
方
へ
目

を
や
れ
ば
深
い
四
囲
の
尾
根
の
底
に
青
黒
く
沼
沢
沼
が
湖
面
の
三
分
の
一
を
氷
と
し
て
浮
べ
静
ま
っ
て

い
た
。
雪
の
急
斜
面
は
雪
が
腐
り
時
間
を
充
分
に
費
や
し
一
歩
一
歩
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
堅
め
て
下
る
。 

一
二
：
四
〇
コ
ル
で
一
本
立
て
る
。
七
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
云
う
高
度
は
本
山
行
中
の
最
低
地
点
で
あ
る
。
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一
三
：
二
〇
、
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
通
過
。
こ
の
附
近
も
地
形
が
混
み
合
っ
て
め
ん
ど
う
で
あ
る
。
一
三
：

五
五
、
コ
ル
通
過
。
い
ず
れ
も
視
界
良
好
で
あ
る
。
一
四
：
二
二
、
九
四
〇
Ｐ
に
て
一
本
立
て
る
。
少
々

疲
れ
る
。
風
は
寒
い
が
下
着
一
枚
、
手
袋
な
し
の
素
手
、
サ
ン
グ
ラ
ス
で
頑
張
っ
て
い
る
。
一
四
：
四
〇
、

小
峯
に
て
一
本
。
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
着
る
。
一
五
：
一
〇
、
九
一
二
Ｐ
通
過
。 

大
境
峠
は
一
五
：
三
〇
で
あ
っ
た
。
車
道
上
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。
と
う
と

う
こ
こ
ま
で
来
た
か
と
感
激
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
も
う
一
奮
張
り
と
行
動
食
を
貪
り
な
が
ら
憩
う
。
こ

の
先
は
栗
駒
山
へ
の
登
り
で
あ
り
尾
根
ら
し
さ
は
乏
し
く
大
斜
面
の
ト
レ
ー
ス
と
な
る
。
峠
よ
り
一
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
程
前
進
し
て
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
台
地
上
部
附
近
に
雪
洞
を
求
め
る
が
望
み
通
り
の
雪
庇
は

見
当
ら
ず
一
六
：
三
〇
試
掘
の
結
果
断
念
、
吹
溜
り
地
形
で
は
す
ぐ
樹
木
に
ぶ
つ
か
っ
て
深
い
雪
洞
な
ど

思
い
も
よ
ら
ぬ
。
沢
状
地
形
の
風
の
当
ら
ぬ
林
間
に
て
ツ
エ
ル
ト
ビ
バ
ー
ク
に
切
替
え
る
。
一
七
：
〇
〇

よ
り
雪
面
整
地
、
支
柱
、
フ
レ
ー
ム
を
笹
竹
で
つ
く
り
三
〇
分
で
幕
営
完
成
、
懐
で
暖
め
て
い
た
マ
ッ
チ

が
点
火
し
ロ
ー
ソ
ク
と
ホ
エ
ブ
ス
が
活
躍
し
た
。
一
九
：
〇
〇
就
寝
、
半
月
が
青
白
く
雪
景
色
を
浮
上
が

ら
せ
樹
木
の
蔭
が
そ
の
上
に
縞
模
様
を
描
い
て
美
し
か
っ
た
。 

一
九
日
、
二
：
五
〇
起
床
。
月
は
既
に
隠
れ
満
点
の
星
が
漆
黒
の
空
を
ち
り
ば
め
て
い
る
。
温
か
い
も

の
で
勇
気
を
つ
け
て
夜
が
白
む
の
を
待
つ
。
五
：
〇
五
勇
躍
露
営
地
点
を
発
進
、
最
大
傾
斜
線
に
向
っ
て

進
む
。
天
気
は
良
く
西
風
が
強
い
。
寒
気
酷
し
く
雪
面
は
堅
く
ア
イ
ス
バ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
三
〇
分

程
の
前
進
で
一
息
入
れ
、
こ
こ
か
ら
第
一
の
壁
の
急
傾
が
は
じ
ま
る
。
続
い
て
第
二
の
壁
を
登
り
六
：
一

五
そ
れ
を
登
り
切
る
。
稜
線
も
近
く
ガ
ス
と
強
風
が
強
ま
っ
て
く
る
。
振
り
返
る
と
遥
か
に
虎
毛
山
が
ほ

ぼ
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
上
は
雲
中
に
隠
れ
て
眺
め
ら
れ
た
。
第
五
の
地
図
桂
沢
を
脱
出
し
つ
つ
最
後

の
地
図
栗
駒
山
へ
と
乗
り
移
っ
て
ゆ
く
。 

一
三
五
〇
Ｐ
に
立
て
ば
吹
き
上
げ
る
風
と
ガ
ス
が
物
凄
く
山
体
を
ゆ
さ
ぶ
る
如
く
時
々
切
れ
切
れ
に

山
の
断
面
を
の
ぞ
か
せ
て
秣
岳
稜
線
や
龍
泉
ケ
原
上
部
の
火
山
性
露
岩
を
現
し
て
は
ま
た
沈
め
る
。
も
し

や
と
撮
影
待
ち
し
た
が
徒
に
時
間
を
空
費
す
る
ば
か
り
。
一
五
分
の
待
機
か
ら
解
放
さ
れ
て
七
：
〇
〇
、

栗駒山 
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風
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
稜
線
を
た
ど
る
。
風
衝
激
し
い
稜
線
の
夏
道
は
か
な
り
露
出
し
て
辿
る
に
容
易
で

あ
る
が
這
松
上
の
吹
溜
り
は
時
と
し
て
陥
穿
を
成
し
て
い
る
。
七
：
五
〇
、
一
五
六
六
Ｐ
に
て
岩
蔭
に
身

を
隠
し
て
一
息
つ
く
。
一
帯
は
新
し
い
露
氷
岩
氷
が
咲
き
そ
れ
ら
が
千
切
れ
て
カ
ラ
カ
ラ
と
ア
イ
ス
バ
ー

ン
を
滑
っ
て
行
く
。
二
五
分
後
、
私
は
長
い
山
旅
の
終
着
、
最
高
峰
の
栗
駒
山
（
一
六
二
七
メ
ー
ト
ル
）

に
立
っ
た
。
寒
風
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
身
を
曝
し
て
雪
も
か
な
り
消
え
て
露
出
し
た
岩
屑
と
国
定
公
園
の
標

柱
の
前
に
蹠
づ
い
た
。
服
装
も
帽
子
も
ピ
ッ
ケ
ル
も
霧
氷
で
浄
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
残
念
な
の
は
来
し

方
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
程
を
指
で
辿
っ
て
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
山
行
が
四
月
も
中
旬
で
あ
っ
た
こ
と
は
些
か
心
残
り
で
は
あ
る
が
諸
般
の
障
害
で
や
む
を
得
な

か
っ
た
。
し
か
し
栗
駒
山
で
霧
氷
の
洗
礼
を
受
け
四
日
間
の
行
動
を
思
う
と
き
こ
の
幸
運
に
感
謝
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
日
々
は
自
分
の
実
力
で
完
成
さ
せ
た
な
ど
と
は
不
遜
な
考
え
で
あ
り
、
や
は

り
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
に
励
ま
さ
れ
後
押
し
さ
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
南
端
は
西
蔵
王
の
番
城
山
か
ら
は
北
は
栗
駒
山
ま
で
の
宮
城
県
県
境
尾
根
の
単
独
縦
走
は
ど
う

や
ら
一
本
に
ま
と
ま
っ
た
。 

感
慨
を
胸
に
栗
駒
山
頂
を
辞
し
東
南
に
一
気
に
下
り
、
い
わ
か
が
み
平
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
大
休
憩
と

し
た
。
こ
こ
ま
で
下
れ
ば
天
国
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
屋
根
と
建
物
の
一
部
が
雪
上
に
現
れ
て
い
た
。

春
の
陽
は
照
り
最
頂
部
を
残
し
て
栗
駒
山
の
山
体
を
見
渡
せ
る
程
視
界
も
よ
く
な
っ
て
い
た
。
四
〇
分
寝

こ
ろ
ん
で
ま
ど
ろ
み
最
後
の
一
枚
は
腕
を
延
ば
し
て
、
自
ら
我
が
日
焼
け
の
顔
と
山
頂
を
撮
影
し
た
。 

こ
れ
よ
り
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
自
動
車
道
を
横
切
り
横
切
り
し
て
駒
の
湯
十
字
路
に
一
時
間
で
下
っ
て

し
ま
っ
た
。
民
宿
く
り
こ
ま
荘
で
電
話
を
借
り
仙
台
と
つ
な
ぐ
。
一
一
：
二
〇
同
店
を
出
発
。
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
歩
い
た
所
で
岩
ヶ
崎
消
防
署
の
赤
い
車
に
拾
わ
れ
て
岩
ヶ
崎
駅
で
お
ろ
し
て
も
ら
う
。
一
三
：

一
五
電
車
に
乗
る
。
車
窓
を
遠
ざ
か
る
栗
駒
山
は
晴
れ
わ
た
り
田
舎
女
高
生
の
喧
し
い
会
話
と
と
も
に
人

間
で
溢
れ
る
都
会
へ
と
押
し
流
さ
れ
て
行
く
自
分
を
意
識
し
て
み
る
の
で
あ
っ
た
。 

（
や
ま
び
と
二
三
号
収
録
） 


